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六
　
オーストリア民法
⑵
　
オーストリア民法
―
 債権者の保証人に対する注意義務の拡大・強化、義務の性質、債権者の懈怠、物的担保の放棄、共同保証をめぐる問題
　
④
　
共同保証をめぐる問題
（一三六三条）
　　
⒜
　
共同保証人間の法律関係、求償権
（一三五九条）
と代位
（一三五八条）
の法律関係・要件・効果
　
一三五九条は、 「数人が同一の全額について保証する場合、各自が全額について責めを負う。ただし、その保証人
の一人は、全債務を弁済した場合、共同債務者におけると同様に（
八九六条
） 、他の保証人に対して求償権を有す
る。 」と規定する。　
数人が同一の全額について保証する場合とは、同一の主たる債務の全額の保証又はその債務の同一の一部額の保
証である。 「共同保証人」は、各自独立して一部保証をする旨の合意がない限り、保証が共同してなされたか、申し合わせに基づいてなされたか、又は同時若しくは順次に引き受けられたかを問わず、債権者に対して連帯して同一の全額について責めを負う（
オーストリア法においては「分別の利益（
beneficium
divisionis ） 」はない。
） 。債務の異なる
一部について相互に限定された部分を保証する数人の「一部保証人」 （
真正の一部保証人
）は、共同保証人ではない。
それ故、一人の保証人 よる弁済があっても、それは他 保証人にとって関係せず、求償権は考慮されない。もっとも、限度額のある 部分が重なる場合には、その限りにおい のみ、一部保証人は共同保証人でもある。したがって、 の保証人は、一方にお 、一部保証額について互いに併存して責め 負い、他方おいて、その責任が
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三五
及ぶ一部同額について共同保証人として連帯責任を負
う
（（
（
。
　
共同保証人の一人が債権者に弁済した場合、主たる債務者に対する求償権と併存して、他の共同保証人に対する
「求償権」が生じる。一三五九条は、共同債務者の場合と同様に、弁済を行う共同保証人に、他の共同保証人に対する求償権を与え、共同保証人の内部関係について連帯債務者の求償準則を準用している。弁済を行うは、これ以外にも、他の共同保証人に対する債権者の権利を、 「法定譲渡」によって獲得する（
後述・一三五八条
） 。
従って 弁済を行う共同保証人は、他の共同保証人に対する求償について、 「二つ」の請求原因・根拠 有している（
一三五九条（求償権） ・一三五八条（代
位
（（
（
）） 。
　
他の共同保証人に対する求償権は、一三五九条の文言によると、八九六条による求償と同様に、共同保証人の一
人が全債務を弁済したことによるとされる。連帯して責めを負う共同保証人の一人は、内部関係における負担部分を超えて債権者に対して弁済すれば、その弁済額が主たる債務額の一部に ぎないときでも 直ち 他の共同保証人に対して求償 を有するかという問題は 規定されていない。この点 、そ 内部関係 おいて自己の負担部分を「 」弁済した場合は、 有すると解されて る（
一三五九条二文・八九六条
） （
判例・通説
） 。
共同保証 は、他の共同保証人の各負担部分についてのみ請求することができる。求償の要件を充足する共同保証人は、別段の意思表示 ない限り、また全債権 ついて又は同一の 部額 ついて責めを負うとする特別な関係が共同保証人間において存在し 共同債務者 おけると同様に（
八九六条
） 、それぞれ「等しい割合」で、求
償することができる（
判例・学説
） 。負担割合に影響する「特別な関係」は、契約又は諸般の事情から明らかとなり
（
取引関係・親族関係・雇用関係・実質的な受益関係等
） 、特別な関係によっては求償権を有しない場合もある。等し
い割合によらない求償についての 証明責任」は、その主張者が負
う
（（
（
。
　
なお、弁済を行った共同保証人には、求償権の限度において、全ての従たる権利として、他 共同保証のほか、
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三六
物的担保
権
（（
（
、共同債務者に対する権利、損害担保権が法律上当然に移転する。保証以外に物的担保権その他の担保
がある場合、 求償権は保証人にだけでなく他の担保設定者にもあるのかが問題となるが、 一三五九条・八九六条 （
求
償規定
）は、異なる種類の担保設定者のどの関係においても適用されると解されている（
近時の判例・学
説
（（
（
） 。
　
一三五八条は、 「人的に又は特定の財産をもって責めを負う者が他人の債務を弁済する場合、その者は、債権者の
権利に代位し、弁済された債務の償還を債務者に請求する権限を有する。そのために、弁済を受けた債権者は、弁済者に保有する法的救 及び担保手段を引き渡す義務を負う。 」と規 する。　
一三五八条は、 「法定譲渡」に関する規定であり、人的に又は特定の財産をもって他人の債務に責めを負う者に適
用される。この他人の債務とは、第三者の債務である。一三五八条は、 「法律行為」又は「法律」により債権者に対して責めを負う者が実質的に他人の債務を弁済した場合に適用される。そ 適用範囲は広く、保証、物的担保の場合だけでなく、共同債務者、損害担保者 信用状債務者等においても適用される。さらに、第三者が他人の債務又は他人の損害について法律上責めを負う場合に、債権 移転により、債 ないし損害を本来の弁済義務者ないし損害を発生させた者 負わせる機能を有し、特別法においても問題となる（
社会保険法・個人保険法・福祉法・労働法・
製造物責任法
等
（（
（
） 。
　
債権者の権利への代位の要件は、他人の債務の「弁済」である。代物弁済・相殺・保証人の財産からの強制的な
回収等は、金銭による弁済と同様に扱われる。求 は、 証人と債務者との間の合意により、排除又は 留することができ、保証人と債権者との間 お 別段 定 することができる。その限りにおいて、一三五八条二文は、「任意規定」である。債権者の債務 対する全て 請 権が全て弁済された場合に初めて その弁済の範囲において、債権及び担保権が移転するとする合意は 有効である。そのような合意は、 への完済が競合する保証人の求償権によって侵害されることを回避するものであ 。もっとも そのような条項は、八七九条三項（
普通取
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引約款又は契約書式に含まれる契約条項の効力規定
）により、無効とみなされるべきであるとする主張がある（
P
.
B
ydlinski
（（
（
） 。
　
弁済者（
保証人等
）は、債権者の権利に代位する。従って、 「債権」は、弁済によって消滅することなく、特別な
譲渡行為を要せずに、 「法律上当然に」弁済者に移転する（
「法定譲渡」
） 。その結果、主たる債務者は、弁済者に対
して責めを負う（
判例
） 。その債権は、その範囲・法的属性及び制限において、債権者が有したのと同じ状態で弁済
者に移転する。その結果、主たる債務者は、同一の「抗弁」を有する。法定譲渡によって、債権とともに、 「従たる権利」も法律上当然に移転する（
通説・判例
） 。所有権留保、質権・抵当権、債権者が有した執行名義、損害担保
者・共同保証人・共同債務者に対する請求権等は移転すると解され
る
（（
（
。
　
弁済者は、法定譲渡において、弁済した債務の償還についてのみ請求することができる。従って、 「弁済額」を超
えて請求することはできず、債権者に負っていた額を超えて請求することはできない（
代位の範囲・上限
） 。代物弁
済の合意がなされた場合、債権者の権利は全額 ついて移転する。弁済者が一部弁済をする場合は、 「一部移転」が生じる。一部保証人がその保証額を超えて弁済 場合、保証人 一三五八条による請求はできない。その保証人は、保証していない部分については、特別な 関係（
後述
）により請求することができるにすぎな
い
（（
（
。
　
弁済を全て受けた債権者は、弁済者に存在する全ての「法的救済」 （
債権証書・その他の証書、手形、執行名義
）及
び「担保手段」 （
動産質等
）を引き渡さなければならない。保証も移転するため、共同保証人の債務が明らかとなる
法的救済も含まれる。債権者は、求償権の行使に役立つことは全て行わなければならない。債権者 、弁済がなされるまで、保証人の求償の保全のために、救済手段及び担保手段を「保存」しなければならない。 「引き渡し」とは、法的救済においては、 書 所有権の移転義務を意味し 有形 担保手段においては、現実の返還義務を意味する。なお、債権者は、抵当権の登記簿上の移転及び権利承継者による執行において要する証書を交付しなけ ば
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三八
ならない。債権証書が弁済された債務以外の債務の証明手段として用いられる場合には、弁済者はその返還を請求することができない。ただし、認証された謄本及び証書の閲覧は請求することができる。保証人が債務の一部を弁済したような場合、 者は残債権を回収するために証書がまだ必要 なるため、一部弁済の はその証書を引き渡すよう請求することはできない。一三五八条二文は、債権者に対する保証人及び物上保証人の「情報請求権」の根拠規定でもある。 「銀行の秘密」によって、それが制限を受けること な
い
（（1
（
。
　
保証人と主たる債務者間の特別な関係に基づく求償権は、一三五八条による法定の求償権とは異なる。保証人は、
原則として、一三五八条と特別な内部関係に基づいて求償することができる。契約上の内部関係 移転す 債権とが一致しない場合は、 「内部関係」が優先することになり、その限りにおいて、一三五八条は「任意規定」である。保証人が、一三五八条による求償を主張する場合、主たる債務者は、それ 異なる内部関係を「証明」しなければならない。特別な関係に基づく求償権が制限を受け、又 全て排除される場合がある。例えば、保証が贈与として引き受けられた場合、保証人が主た 債務者の出捐により弁済した場合 保証人が求償権を放棄してい 場合、又は、保証人が内部関係におい 実質的な債務者であるような場合であ
る
（（
（
。
　
したがって、共同保証人の一人が債権者に弁済した場合、主たる債務者に対する求償権と併存して、他の共同保
証人に対する求償権 生じる。す わち 弁 を行う共同保証人は、共同債務者の場合と同様に、他の共同保証人に対する「求償権」を有する（
一三五九条
） 。さらに、弁済を行う共同保証人は、他の共同保証人に対する債権者の
権利を、 「法定譲渡」によって獲得する（
一三五八条
） 。したがって、弁済を行う共同保証人は、他の共同保証人に
対する求償について、 「二つ」の請求原因・根拠を有する。もっ も、債権者 権利を行使するこ ができるのは、共同債務者たる共同保証人の求償権 及ぶ「範囲」に限られる。一三五八条に って移転した担保手段は、一三五九条・八九六条によって生じた求償権を超過して行使すること できない。それ故、両者の場合におけ 請求権の
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範囲は同じである（
判
例
（（1
（
） 。
　　
⒝
　
一共同保証人の免責と他の保証人に対するその効果 （
一三六三条・八九六条・八九四条
）―
相対効・絶対効
とその解釈・法的メカニズム
　
一三六三条は、 「保証債務は、債務者の債務に附従して消滅する。保証人は、一定の期間についてのみ債務を負っ
た場合、その期間においてのみ責めを負う。一共同保証人の免責は、債権者に対して効力を生じるが、他の共同保証人に対しては効力を生じない（
八九六条
） 。 」と規定する。
　
保証は、附従性により又は特別の消滅原因により消滅する。保証は、主たる債務者の弁済ないしその他の履行、
主たる債務の無効（
不合意・良俗違反の場合等
） 、主たる債務の免除、主たる債務と債権の混同、主たる債務の消滅
時効、更改契約等により、主たる債務とともに消滅する。また、保証は、保証人の弁済、保証人の免
責
（（1
（
、保証債務
と債権の混同、保証債務の消滅時効、保証期間 経過又は保証に関する解除条件の成就 期間の定め ない継続的保証の解約、八七〇条以下（
詐欺・強迫・錯誤
）による取消し 最終不足額支払保証及び求償保証における債権者に
よる注意義務違反（
一三五六条・一三六二条
） 、保証人の死後三年（
一三六七条
） 、保証人の同意のない債務者の交替
等に り、保証のみが消滅す
る
（（1
（
。なお、一三六三条二文（
保証責任の期間制限
）は、保証は意思表示をした範囲を超
えて拡大す ことがないとす 一三五三条の一般原則が具現化される場合について規定す
る
（（1
（
。
　
一共同保証人の免責は、債権者に対してのみ効力を有する（
「相対効」
） 。一共同保証人の免責は、他の共同保証人
の一三五九条（
先述⒜
） ・八九六条（
後述
）による求償を妨げることはない。免責を受けた一共同保証人が他の共同
保証人より後に責めを負った場合でも 他の共同保証人の求償を妨げるこ はない（
この点について異説があ
る
（（1
（
。） 。
求償は、共同して保証を引き受けることを前提としない。免責 、共同債務者に影響しないため、 「注意義務違反」でもな
い
（（1
（
。一三六三条三文は、損害担保にも類推適用されている。なお、一三六三条は、連帯保証人にも適用され
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る
（（1
（
。
　
一三六三条においては、八九六条が引用されている。八九六条は、 「全ての債務を自己の財産をもって弁済した全
部義務を負う一共同債務者は、権利の譲渡がなくても、他の共同債務者から、相互に特別の関係がないときは、等しい割合で求償する権限を有する。一共同債務者が債務を負う能力を有しない、又は債務を履行する支払能力を有しない場合、その不足部分は、全ての共同債務者によって同様に引き受けられる。一共同 者の免責は、求償債権について、他の共同債務者に不利益を生じない（
八九四条
） 。 」と規定する。
　
八九六条は、連帯債務者の求償 つ 規定する。八九六条は、契約上の連帯債務だけでなく、不法行為等に基
づく法定の連帯債務にも適用がある。求償権は弁済が されてはじめ 発生する。全ての債務を弁済した者は求償権を有するが（
同条一文
） 、その負担部分を超えて弁済した者は求償することができると解されている（
判例・通説
） 。
求償を主張 には、自己の財産をもって弁済しなければならない。八九六条は、連帯して責めを負う共同保証人への適用が認められる。求償権の発生及び範囲は、第一に契約または
法
（（1
（
に基づく共同債務者間の特別な関係による。
八九六条は、負担部分による を考慮しており、連帯 て責めを負う 保証人における求償についても妥当する。次に、特別な関係がない場合における求償は、等しい割合によ
る
（11
（
。
　
一共同債務者に「法定」の免責（
社会保険法・保険契約法等
）がある場合に、八九六条二文の適用がある（
判例
） 。
他の共同債務者の責任には影響は く、法定の免責を受けた共同債務者 対して求償することはできない。それによって、その免責の効果が失われるからである。 権者による一 の「 」によ 免責の場合は そ免責は求償に影響を与えない。 「契約」による の場合は、Ａが免責さ 、債務者Ｂが残り、Ｃがその後加わるとき、ＡとＣとの間 は連帯関係は存在せず、Ａに対して求償できるのはＢだ であ
る
（1
（
。ただし、免責を受
けた共同債務者は、 から請求を受ける場合 免責 目的がその債務者の「完全な」免責であった きは、
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求償に応じた額について債権者に対して償還請求権を有する。数人の損害担保者の一人が免責された場合にも、この原則は妥当する。また、債権者が物的担保の提供者を無償で免責した場合における物的担保提供者間における償還においても、この原則は妥当する（
判例
） 。担保目的で共同債務者として他の者の債務に加わった者に対する求償
権は、債権者による 共同債務者の免責によって影響を受けな
い
（11
（
。なお、連帯して責めを負う債務者間には、弁
済前に同意をとり、通知し、訴訟による場合には訴訟告知する義務等が存在し、その義務の違反により、求償権が減少し又は失効する可能性があ
る
（11
（
。
　
八九六条においては、八九四条が引用されている。八九四条は、 「一共同債務者は、債権者と負担を加重する条件
を設定することによって、他の共同債務者に不利益を与えることができない。また、一共同債務者が個人として受ける猶予または免責は、他の共同債務者には効力を生じない。 」と規定する。　
八九四条は、債権者と一共同債務者との事後的な「合意」による連帯債務の変更についての原則を規定している。
各債務は独立性を有しており、そのような合意は、原則として、それ 直接に関係 当事者においてのみ効力を有する。負担を課す合意によって 他 共同債務者に不利益が及ぶことはな
い
（11
（
。債務の承認は、債務者にとって不
利益な行為であり、当然に個別の効力しかない。それ よって、時効の中断効は他の者に対しては及ばない。更改（
一三七六条以下
）及び和解（
一三八〇条以下
）においては、契約の当事者でない共同債務の責任が影響を受けるか
又は解消されるか否かは、契約締結者の「意思」に る。なお 八九四条が規定 原則は、 「法定」の債務の変更にも適用される。すなわち、過失及び遅滞 、その当該共同債務者 対してのみ効力がある。遅滞の発生は、各共同債務者についてそ ぞれ証明されなければならない。受領遅滞のある場合にも 様に適用がある。催 は、個別に請求を受ける共同債務者に対して表示されなければ らない。解約告知は そ 全ての相手方に対して表示されなければならな
い
（11
（
。消滅時効は、各共同債務者に対してのみ効力がある（
時効の停止・中断効
） 。時効の完成は、各
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共同債務者について個別に証明する必要があ
る
（11
（
。
　
債権者は、各債務者を全部又は一部について「免責」する権限を有する。一共同債務者が受ける免責は、疑問の
ある場合は、その共同債務者 人 ついてのみ効力を生ずる。このような制限が意図されていたかどうかは、 「解釈」の問題である。その場合、特にそれがなされた「目的」によって解釈がなされ、 「求償関係」も考慮され
る
（11
（
。そ
の解 よって、免責について異なる解決が導かれる可能性がある。これは、猶予等の場合にも適用される。当該共同債務者に対する債権だけではなく「全債権」を放棄する意思表示は、他の共同債務者に対して効力を生ず （
判
例
） 。共同債務が担保の目的でなされた場合、その共同債務者の免責は、 「一担保」の放棄としての意味しか有しな
い（
判例
） 。当該債務免除の目的が一共同債務者の「完全な免責」である場合には、その債務免除がなければ内部関
係において求償権を有した他の共同債務者にも、その免除効果が及ぶ。なお、連帯債権者の一人による債務免除は、他の共同債権者の権利には影響しな
い
（11
（
。
　　
⒞
　
小
　
括
　
数人が同一の全額について保証する場合、各自が全額について責めを負うとされる（
一三五九条一文
） 。すなわち、
共同保証人は、連帯して「全額」 責任を負うとされ、いわゆる分別の利益はない（
ドイツ法でも共同保証人は連帯
債務者として責めを負うとされる（ドイツ民法七六九条） 。
） 。その保証人の一人は、全債務を弁済した場合、 「共同債務
者」におけると同様に（
八九六条
） 、他の保証人に対して求償権を有する、とされる（
一三五九条二文
） 。もっとも、
保証人の一人が、その内部関 自己 負担部分を「超えて」弁済すれば、共同債務者 場合と同様に 「求償権」を有する（
判例・通説
） 。共同保証人は、他の共同保証人の「負担部分」 （
別段の意思表示がない限りまた特別な
内部関係の 明がない限り 「等しい割合」
） についてのみ請求することができる。 さらに、 人的に又は特定の財産をもっ
て責めを負う者が他人の債務を弁済する場合、その者は、債権者の権利に「代位 し、弁済された債務の償還を債
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務者に請求する権限を有する。弁済を受けた債権者は、弁済者に保有する法的救済及び担保手段を引き渡す義務を負う、とされる（
一三五八条
） 。弁済者は、弁済額を超えて請求することはできず、債権者に負っていた額を超えて
請求するこ はできない（
代位の範囲・上限
） 。弁済を行う共同保証人は、 「法定譲渡」により、他の共同保証人に対
する債権者の権利を受けることもできる。なお、一三五八条二文は、 「任意規定」であるとされる（
ただし、諸般の
事情を考慮して相手方 「著しい不利益」を与える条項については、八七九条三項（普通取引約款又は契約書式に含まれる契約条項の効力規定）により、無効とみなされるべきであるとする有力な主張がある。
） 。
　
以上のことから、共同保証人の一人が債権者に弁済した場合、主たる債務者に対する求償権（
本来の求償権
）と併
存して、共同債務者の場合と同様 他の共同保証人に対する「求償権」 （
負担調整の請求権
）を有する（
一三五九
条
） 。さらに、弁済を行う共同保証人は、他の共同保証人に対する債権者の権利を、 「法定譲渡」によって獲得する
（
一三五八条
） 。したがって、弁済を行う共同保証人は、他の共同保証人に対する求償について、 「二つ」の請求原
因・根拠を有する。もっとも、債権者の権利を行使す が のは、共同債務者たる共同保証人の求償権が及ぶ「範囲」に限られる。一三五八条によって移転した担保手段は、一三五九条・八九六条によって生じた求償権を超過して行使することはできない（
共同保証人間の法律関係、求償権（一三五九条）と代位（一三五八条）の法的関
係
） 。
　
次に、一共同保証人の免責は、債権者に対して効力を生じるが、他の共同保証人に対 ては効力を生じない（
八
九六条
） 、とされる（
一三六三条三文
） 。一共同保証人の免責は、債権者に対して「相対的」にのみ効力を有する。一
共同保証人の免責は、他の共同保証人の一三五九 ・ 九六条による「求償」を妨げることはない（
八九六条三文
） 。
免責を受けた一共同保証人が他の共同保証人より後に責め 負った場合でも の求償を妨げることはない（
共同して保証を引き受けることが求償の前提とされていない。
） 。また、その免責は他の者に影響しないため、
岡　法（67―２） 224
四四
「注意義務違反」ではないとされる（
これに対して、
P
.B
ydlinski は、先に保証を引き受けた者の保証引受時にはまだ存
在せずその後に保証に加わることを期待していなかった保証人が免責された場合、 求償権は排除されるべきであるとする。
）
（
なお、一三六〇条は、 「債権者は、保証人の不利益に『物的担保』を放棄する権限を有しない。 」と規定するところ、一三
六〇条における物的担保は、保証の締結「以前」に設定されていなければならないとされ
る
（11
（
。 ） 。一三六三条三文が引用す
る八九六 を辿り、さら 八九四条まで遡ると、一共同債務者が受ける は、疑問のある場合 、その共同債務者個人についてのみ効力を生ずるが、このような制限が意図 れていたかどうか 最終的にはその免責の目的の「解釈」に委ねられ、その際、 「求償関係」の状態が重要な考慮要素と る（
オーストリア法の傾向
） 。したがって、
その解釈よっては、免責について異なる解決が導かれる可能性 ある。当該共同債務者に対する債権だけで なく「全債権」を放棄する意思表示と解されるか、 「一担保」の放棄と解されるか、それとも、一共同債務者の「完全な免責」と解されるかが問題となる（
一共同保証人の免責と他の保証人に対するその効果（一三六三条・八九六条・八九四
条）
） 。（１）
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任」 「事務管理」が考慮される。保証が債務者の委任により引き受けられた場合、保証人は必要費又は有益費の償還請求権及び損害賠償請求権（一〇一四条）を有する。委任のない場合には、保証が主たる債務者の利益において引き受けられ、その事務が主たる債務者の利益となるときは、保証人は一〇三七条に基づいて費用の償還請求をすることができる（
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保証人の免責は、無償行為であるが、贈与とは限らない。免責には書式（一三四六条二項）を要せず、公証行為を要しない
（
G
am
erithinR
um
m
el,
§（（（（R
z（ ） 。なお、保証人の免責が通常は無償でなされることはないため、債権者が保証人を免責す
る趣旨・目的が問題となる（
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これに対して、先に保証を引き受けた者の保証引受時にはまだ存在せずその後に保証に加わることを期待していなかった保
証人が免責された場合、求償権は排除されるべきであるとする主張がある（
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法律上の求償事例として、共同保証人の求償のほか、連帯して責めを負う加害者の求償、履行補助者に対する使用者の求償、
自動車責任法における求償、製造物責任法における求償等があ （
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「法定の連帯」 （特に不法行為債務）においては、免責が連帯債務の成立前に表示された場合においても、求償には影響し
ない（
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ただし、判例は、担保の免責によって侵害された担保提供者は、ドイツ民法一一六五条により、債権者に抗弁することがで
きるとする
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三条により抵当権を解消する場合、又は債権者が他の者に優先を認める場合、人的な債務者は、この処分がなければ、一一六四条（債務者への抵当権の移転）の規範により、その抵当権から償還することができる限りにおいて、免責される。 」と規定する。なお、八九六条は、不動産の担保提供者間における求償 類推適用される。また、それは動産担保提供者間の場合についても妥当する（
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この事後的な変更には、有利な条件と負担を課す条件とがある。なお、八九四条は、連帯債権に準用され、一連帯債権者と
債務者との合意は、これらの者においてのみ効力がある（
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なお、倒産手続きにおいて一連帯債務者に認められた減額、債権者の債権と一共同債務者の債務との混同（債権譲渡等によ
る混同） 、判決等は、その当該 事者においてのみ効力がある（
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なお、連帯債務者が求償からも免責されても、債権者が他の共同債務者に負担部分を超えて請求するならば、求償の循環が
生じる可能性がある（八九六条三文も参照） 。
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拙稿「担保保存義務に関する一考察
―
沿革的・比較法的考察（一二）
―
」岡法六六巻二号七八頁以下参照。
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